
１．北陸圏の特徴

２． 検討の方向

資 料 ２

北陸圏における真に暮らしやすい連接型都市圏の形成推進調査
第１回調査検討委員会

特徴及び検討の方向について

（平成21年3月6日）
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１．北陸圏の特徴参
考
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１） 地勢等①

○人口10万人以上の都市の連接状況は全国でも有数

関東7都県（茨城・栃木・群馬・埼玉・千葉・東京・神奈川）、東海3県（愛知・岐阜・三重）、近
畿6府県（滋賀・京都・大阪・奈良・和歌山・兵庫）及び沖縄県を除く。

政令市

人口10万人以上の都市

1

【資料】平成17年国勢調査
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１） 地勢等②

○都市が連接する中で、中心的な都市を中心に30分圏が基本的な生活圏で、都市部と農山漁村部が近接
○条件不利地域でも都市部からの時間距離が異なる地域が存在

朝日村

三条市

上越市

富山市、南都市

輪島市、士賀町

白山市、小松市

阿賀町、新発田市、
胎内市、関川村

魚沼市、南魚
沼市、湯沢町

妙高市、糸魚川市、朝
日町、黒部市、上市町、
立山町、富山市

市町村中心部への到達時間圏

2

都市部を中心に30分圏
でほぼカバー

市町村中心部からの到達時間圏

凡例

30分圏

60分圏

90分圏

NITASにより作成

凡例

30分圏

60分圏

90分圏

NITASにより作成
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【出典】全国市長会発行「市政」
（平成18年9月号）

扇状地の美しい景観
砺波平野の散居村

【出典】富山県HP

五箇山の合掌造り集落
（世界文化遺産）

【出典】石川県ＨＰ

白米の千枚田（石川県輪島市）

福井県・三国祭

石川県・能登キリコ祭り

 

【出典】「平成17年度都市景観大賞『美し
いまちなみ賞』受賞地区概要」

焼き鯖寿し

【出典】石川県HP

石川県

福井県

【出典】のとねっとHP

いしる

【写真提供】福井県農林水産部
販売開拓課

富山県

◇豊かな農林水産物◇豊かな農林水産物

【出典】富山県ＨＰ

ますの寿し 呉羽なし

【出典】富山県ＨＰ

加賀太きゅうり

【出典】石川県ＨＰ

越前おろしそば

【出典】富山県HP

ホタルイカ

甘エビ

【出典】福井県HP【出典】福井県HP

新潟県

アスパラガス

【出典】北陸農政局HP

茶豆

【出典】北陸農政局HP 【出典】北陸農政局HP

チューリップ

石川県

福井県

富山県

◇個性豊かな美しい風景や文化◇個性豊かな美しい風景や文化

新潟県

おわら風の盆の八尾地区
（富山市）

【提供】福井県
【出典】福井県ＨＰ

福井平野

【出典】手取川七ヶ用水土地改
良区

加賀平野

 

福井県越前町

花坂の棚田

【出典】新潟県公式観光情報サ
イトＨＰ

村上大祭

【出典】新潟県公式観光情報サイト
ＨＰ

【出典】新潟県ＨＰ

新潟平野

１） 地勢等③

○北陸の農山漁村は、美しい個性有る景観や歴史・文化、豊かな農林水産物など資源の方向

3

【出典】石川県ＨＰ
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２） 人口・世帯等① ～人口減少・高齢化～

○半島地域や中山間地域では、人口減少、高齢化の進行が顕著

0％以上

0～-5％未満

-5～-10％未満

-10％以下

0％以上

0～-5％未満

-5～-10％未満

-10％以下

10％未満

10～25％未満

25％以上

10％未満

10～25％未満

25％以上

高齢化率の分布（平成17年）人口増減率の分布（平成７年⇒平成17年）

4

【資料】平成17年国勢調査【資料】平成17年国勢調査
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２） 人口・世帯等② ～少子化動向と世帯構成～

○合計特殊出生率は、全国的には高いものの、近年低減傾向
○同居や近居が多いと言われているものの、核家族化が進展
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合計特殊出生率の推移
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平均世帯人員（一般世帯）の推移

全国平均を
上回る

全国の傾向と同様
に低減傾向を示す

家族構成も核家族
化が顕著

5

【出典】国立社会保障・人口問題研究所HP

【出典】平成17年国勢調査【出典】国立社会保障・人口問題研究所HP
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２） 人口・世帯等③ ～少子化動向と世帯構成～

○共働き世帯、女性の就業率とも、全国に比べ高い
○人口流出は進むが、出身者のＵＩＪターン希望者は大

共働きの実態・女性の就業比率
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共働き世帯率（全国比較） 女性の就業率（全国比較）

共働き、女性の就業率ともに、福井県が全国一位、４県の中では、新潟県がやや低
いものの、全国比較ではいずれも上位に位置する。
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したい
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したい 条件が整えばしたい したくない 二地域 両方 定住

可能性

居住形態

【首都圏】
可能性

居住形態

【中部圏】
可能性

居住形態

【近畿圏】
可能性

居住形態

居住圏域別に見た北陸出身者のUIJターン意向

（平成19年度調査）

北陸圏の出身者では、将来「北陸圏に居住」意向を持つ人が
7割近くおり、中京圏居住者の要望が若干高い。

6

【出典】国土交通省 北陸地方整備局
「平成19年度 北陸圏における地域

特性を活用した自立的、持続的な地
域づくりに関する調査業務 報告書」

【出典】平成17年国勢調査
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○ 大学進学を機会に、若年層が三大都市圏に流出
○ 地元就業希望は強いが、若年層に魅力的な職場が少ないとの指摘もある

●若者の地元定着状況

●出身者アンケートによるＵＪターンへの課題

●北陸圏の就業に関する課題認識

（平成19年度国土創発調査「二地域居住・定住促進分科会」委員
意見より）
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二地域居住

定住

UIJターンの課題としては、職の確保、病院などの近接性、買物の場所、
現在の住まいからの距離といった点が課題として指摘されている

・有効求人倍率は高いとされているが、その内容は工場の生産ラ
インがほとんど。選択肢が少ない。

・若者に魅力のある職種は少なく、進学や都市圏での就職による
転出する。

・働き方改革としてICTを活用したテレワークの導入に期待できる。

・定住サポートセンターへの申込者は、行政が就職を斡旋するこ
とに期待している。

・生産工場へ優秀な人材を投入し生産構造の改革を行うようなア
イディアも必要
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●都道府県別の人口流動：北陸地域は流出超過

北海道・東北
4%

関東
54%新潟県

18%

中部（新潟県
以外）
12%

近畿
9%

中国
1%

四国
1%

九州
1%

＜長岡技術科学大学＞ ＜富山大学（H19)＞
大学卒業生の就職先地域

・大学進学は地元大
学への進学が富山県
で30％程度で、多くが
他県（都市圏）の大学
へ進学するなど、流
出傾向

・地元大学では、地元
就職が卒業生の半分
を占めるが、新潟で
は2割弱程度が地元
に就職するのみ

富山県 石川県 福井県 新潟県 長野県
東京・神
奈川

愛知・岐
阜・静岡

京都・大
阪・兵庫

その他

富山県 18.4 13.0 1.5 4.1 0.9 20.2 12.0 13.8 16.1

石川県 7.7 34.4 2.5 1.5 0.9 13.8 9.1 18.4 11.7

福井県 3.0 9.6 25.4 0.9 0.9 11.3 13.0 22.7 13.2

新潟県 1.0 3.2 0.3 31.6 0.9 30.3 3.0 3.4 26.3

出
身
高
校
所
在
地

進学先（大学所在地）

高等学校失業後の進学先地域 【出典】学校基本調査H18

＜参考＞就学・就業に伴う人口動態 7

甲信越, 5.8

富山, 34

石川・福井, 20.7

関東, 17.9
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北海道, 0.2
四国, 0.3

中国, 0.5

近畿, 5.5
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海外, 0.3
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３） 生活等① ～生活環境の充実～

○生活環境は充実し、教育レベルも高く、子育て支援施策も先駆的に取組

【出典】国土交通省 都市・地
域整備局 都市公園データ
ベース
（平成19年3月31日現在）

一人当たり公園面積
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持ち家の状況
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【出典】総務省 住宅・土地統
計調査報告全国編
（平成15年）

充実した生活環境

●高い教育

【出典】文部科学省
学校教育基本調査
（平成20年）

大学等進学率
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一人当たりの公園面積
は福井県では全国の例
えば福井県では1.5とな
るなど、ゆとりある暮ら
しの環境を有している。

富山県では約80％の世
帯が見持ち家を有して
おり、全国に比べても、
富山県で約20ポイント
近くも高い。

高校卒業後の進学は、
富山、石川、福井で全国
よりも高く、新潟も全国
平均に迫る進学率となっ
ている。

学力テストの正答率の比較

全国学力・学習状況調査結果では、小学校、中学校共に北陸圏の高い正解率が
示されている。

【小学校】

1 秋田 74.4
2 青森 70.8
3 福井 70.5
4 富山 68.8
5 東京 68.5
・ ・ ・
・ ・ ・
11 石川 67.6
・ ・ ・
13 新潟 67

65.6
65.4

国語A

全国（国公私立）
全国（公立）

1 秋田 80.7
2 福井 78.3
3 青森 77.2
4 富山 76
5 京都 75.3
6 石川 74.7
・ ・ ・
10 熊本 74
・ ・ ・
29 新潟 71.9

72.3
72.2

全国（国公私立）
全国（公立）

算数A

1 秋田 78.6
2 福井 78.4
3 富山 78
4 山形 76.7
5 石川 76
・ ・ ・
・ ・ ・
10 静岡 75.4
・ ・ ・
27 新潟 73.6

74.1
73.6

全国（国公私立）
全国（公立）

国語A

1 福井 72.1
2 秋田 70.2
3 富山 69.9
4 香川 68
5 岐阜 67
・ ・ ・
9 石川 66.4
10 奈良 66.3
・ ・ ・
27 新潟 62.8

63.9
63.1

全国（国公私立）
全国（公立）

数学A

【中学校】

8

【出典】国立教育政策研究所HP
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３） 生活等② ～条件不利地域における暮らしの不安～

○半島地域や中山間地域では、暮らしの不安が大きい

【出典】人口減少・高齢化の進んだ集落等を対象とした「日常生活に関するアンケート調査」の集計結果（中間報告）、平成20 年12 月、国土交通省国土計画局総合計画課

9

参
考
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３） 生活等③ ～降雪及び地震への不安～

○生活疲弊を助長する降雪（困難な除雪）
○地震もまた人口流出を助長

豪雪の魚沼市内

新潟県中越地震（H16)

能登半島地震（H19)

新潟県中越沖地震（H16)

●人口流出を助長する積雪 ●人口流出など地域の疲弊を助長した地震の被害

【出典】高齢化が進んでいる集落における集落機能の実態等に関する現地調査結果
報告書、平成19年5月、上越市

10

【出典】北陸地方整備局HP

参
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３） 生活等④ ～農林水産業への影響～

○耕作放棄地、担い手の減少、鳥獣被害の拡大

● 鳥獣被害の状況●耕作放棄の状況

北陸圏では、耕作放棄が30％を超える市町村は比較的少
ないが、奥能登地方や上越地方では耕作放棄地の割合が
高くなっている。

（旧）市町村別耕作放棄割合 (2005農林センサス）

注：新潟県中越地震の影響で、中越地方は欠測値

13 10 4

25 36 48

57
56 53

73 48 51

55

50
51

69

62
62

0

50

100

150

200

250

300

350

イノシシ シカ サル

約3倍以上に増加

約2～3倍に増加

約1.5～2倍に増加

約1～1.5倍に増加

横ばい

減少

10年前と比較した鳥獣被害の状況

【出典】全国山村振興連盟「鳥獣被害に関する振興山村市町村へのアンケート
調査」（2007年10月公表）

全国的に、中山間地等の鳥獣被害が増加しており、振興
山村市町村へのアンケート調査では、回答市町村の8割以
上が10年前に比べて鳥獣被害が増加していると答えており、
さらに2倍以上の増加と回答した市町村も4割以上になる。

11

参
考
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３） 生活等⑤ ～都市機能の状況～

○圏域内一極集中となるような特定の大都市はなく、県庁所在市等に、ほぼ類似の都市機能が集積

大学

凡 例凡 例

第二次・第三次救急医療施設百貨店

映画館

博物館

図書館0~5未満

5～20未満

20以上 映画館

博物館

図書館0~5未満

5～20未満

20以上

【石川県】【石川県】

【新潟県】【新潟県】

【福井県】【福井県】【福井県】

【富山県】【富山県】

【新潟県】【新潟県】【新潟県】

【富山県】【富山県】【富山県】

【石川県】【石川県】【石川県】

美術館・博物館・映画館

12

新潟市

長岡市

上越市

富山市

高岡市

金沢市

小松市

新潟市

長岡市

上越市

富山市

高岡市

金沢市

小松市

【資料】日本百貨店協会HP「加盟店リスト」
【資料】新潟県、富山県、石川県、福井県

各県の地域保健医療計画より作成

参
考
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４） 交通・情報① ～交通等の状況～

○自動車への依存度が高く、今後、生活を支える日常的な足の確保が困難になる可能性が高い（女性や高齢者）

高齢者の運転免許の保有状況

全国調査では、高齢世帯ほど、また、女性ほど運転免許の保有者は
少ない。

そのため、近い将来に足の確保が大きな課題となる。

【出典】人口減少・高齢化の進んだ集落等を対象とした「日常生活に関するアンケート調査」
の集計結果（中間報告）、平成20 年12 月、国土交通省国土計画局総合計画課

20.3

22

18.5

12.5

16.1

13.5

15.7

18.5

18.5

18.5

8.2

10.2

10.1

9.3

44.7

33.7

56.4

76.6

67.2

72.2

69.6

4.6

13.8

23.3

2.8

2.5

3.0

0.8

1.4

2.6

3.6

1.7

1.8

2.6

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国（2005）

三大都市圏（2005）

地方都市圏（2005）

福井都市圏（2005）

金沢都市圏（2007）

富山・高岡都市圏（1999）

新潟都市圏（2002）

徒歩 二輪 自動車 路線バス 鉄道

交通手段の状況

北陸圏では、全国平均との比較だけでなく、地方圏との比較にお
いても、自動車の分担率が高くなっている。

全国又は三大都市圏との比較では公共交通機関の分担率が低い
ことが要因となっている。

また自動車分担率が高い要因として、徒歩・二輪の分担率が低いこ
とも挙げられ、雪の影響もあるものと考えられる。

13

参
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ほくほく線→特急廃止

信越本線→第三セクター移行

北陸本線→第三セクター移行

上越新幹線
→運行見直し

北陸新幹線
→福井～敦賀間未確定

特急停車駅

特急停車駅→新幹線停車

新幹線停車（新設・既設併設）

新幹線停車駅が既存駅とは別に
整備

新幹線非沿線
新幹線開通による運行見直し

越後湯沢

新潟

妙高高原

直江津

柏崎

東三条

魚津

富山

糸魚川

高岡

金沢

小松

加賀温泉

十日町

長岡

新津

芦原温泉

福井

武生

敦賀

長野

南越

新高岡

新黒部

上越

飯山

燕 三
条

浦佐

４） 交通・情報② ～新幹線開通による影響等～

○北陸新幹線非沿線、非停車駅の発生
○並行在来線をはじめとした二次交通の機能低下懸念

14

参
考
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４） 交通・情報③ ～情報基盤等の状況～

○ＣＡＴＶなどＩＣＴの普及は進む

ICTの整備状況・活用状況

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

H15 H16 H17 H18 H15 H16 H17 H18 H15 H16 H17 H18 H15 H16 H17 H18

福井県 石川県 富山県 新潟県

件
数
／
世
帯
数

CATV DSL FTTH

情報通信の基盤となるCATV,DSL,FTTH※の世帯当たりの
契約件数は、福井県が最も高く、ついで、富山県、石川県、
となっているが、３県とも差異は見れない。一方、新潟県は、
他の３県に比べ３割程度低くなっている。

接続件数の変化では、通信速度の速いFTTHの契約が近年
主流となっている。

ユビキタス指数

0 100 200 300 400 500 600 700 800

青森県

岩手県

鹿児島県

佐賀県

高知県

秋田県

福島県

長崎県

沖縄県

島根県

新潟県

山形県

熊本県

宮崎県

茨城県

群馬県

愛媛県

鳥取県

栃木県

山口県

徳島県

山梨県

大分県

香川県

岐阜県

北海道

長野県

岡山県

和歌山県

宮城県

石川県

静岡県

広島県

富山県

福井県

福岡県

三重県

奈良県

兵庫県

愛知県

滋賀県

埼玉県

京都府

千葉県

大阪府

神奈川県

東京都

ユビキタス指数の推移

0

100

200

300

400

500

95 96 97 98 99 00 01 02 03 04 05

新潟県 富山県 石川県 福井県

情報化の進展状況

情報化の進展状況を示す指標である
ユビキタス指数は2000年代に入って、
急激な上昇を見せており、情報化が急
速に普及しつつある。

ユビキタス指数では、富山、石川、福
井の各県は三大都市圏と同程度の情
報化度を示すが、新潟県は相対的に
情報化が他地域より遅れている。

ユビキタス指数：総務省が提唱する情報化の程
度を表す指数で、固定電話加入契約数、情報流
通センサス選択可能情報量、移動体通信加入
契約数、パソコン世帯普及率、インターネット人
口普及率、ブロードバンド契約数、企業における
テレワーク実施率及びソフトのマルチユースの
割合の8指標を総合したもの。

15

※FTTHとは・・・

Fiber To The Home の略で家庭で使う光ファイバーという意味

【出典】北陸総合通信局、信越総合通信局HP

参
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５）北陸圏の特徴・問題点及び課題と検討テーマの整理

課題

検討の課題②
○人口減少、高齢化の著しい半島地域や中
山間地域で増大する暮らしの不安を解消す
ること（降雪、鳥獣被害、日常的な足の確保
等）
○都市と農山漁村の近接する特徴を踏まえ
た効果的な対策を工夫すること
○豊かな資源等を活かした地域の活力を再
生すること

検討の課題②
○人口減少、高齢化の著しい半島地域や中
山間地域で増大する暮らしの不安を解消す
ること（降雪、鳥獣被害、日常的な足の確保
等）
○都市と農山漁村の近接する特徴を踏まえ
た効果的な対策を工夫すること
○豊かな資源等を活かした地域の活力を再
生すること

検討の課題③
○都市と農山漁村の共生するコンパクトな
都市圏を形成する強みを強化すること
○人口流出が進む一方、北陸への20代30
代の出身者のＵＪターン希望者が多く、今後、
子育てもしやすい生活環境の充実が定住促
進に不可欠

検討の課題③
○都市と農山漁村の共生するコンパクトな
都市圏を形成する強みを強化すること
○人口流出が進む一方、北陸への20代30
代の出身者のＵＪターン希望者が多く、今後、
子育てもしやすい生活環境の充実が定住促
進に不可欠

検討の課題①
○地域間競争が激化する中で、都市と農
山漁村の共生、比較的サービス機能の
整った都市の近接する北陸の強みを強化
すること
○北陸新幹線の開通により、都市間の時
間短縮が図られる北陸圏において、この
効果をより一層、住民生活の向上に結び
つけること

検討の課題①
○地域間競争が激化する中で、都市と農
山漁村の共生、比較的サービス機能の
整った都市の近接する北陸の強みを強化
すること
○北陸新幹線の開通により、都市間の時
間短縮が図られる北陸圏において、この
効果をより一層、住民生活の向上に結び
つけること

特徴・問題

１）地 勢

２）人口・
世帯

○都市が連接する中で、中心的な都市を中
心に30分圏が基本的な生活圏

○都市部と農山漁村部の近接

○条件不利地域でも都市部からの時間距離
が異なる地域が存在

○人口10万人以上の都市の連接状況は全
国でも有数

○都市部と農山漁村部の近接

○人口流出は進むが、出身者のＵＩＪターン
希望者は大

○合計特殊出生率は全国的には高いものの、
近年低減傾向

○同居近居が多数だが核家族化が進展
○共働き世帯、女性の就業率が高い

○半島地域や中山間地域では、人口減少、
高齢化の進行が顕著

３）生活等 ○生活環境は充実し、教育レベルも高く、子
育て支援施策も先駆的に取組

○半島地域や中山間地域では暮らし不安大
○生活疲弊を助長する降雪（困難な除雪）
○農林水産業の低迷（耕作放棄地、担い手
の減少、鳥獣被害）

○圏域内一極集中となるような特定の大都
市はなく、県庁所在市等に、ほぼ類似
の都市機能が集積

４）交通・
情報

○自動車依存度は高いものの、女性にとって
日常的な足の確保が不可欠

○普及の進むインターネット環境と利用

○自動車依存度は高いものの、今後生活を
支える日常的な足の確保が困難

○ＣＡＴＶなどＩＣＴの普及は進む

○北陸新幹線非沿線、非停車駅の発生
○並行在来線をはじめとした二次交通の
機能低下懸念

女性をはじめとした子育て世代に
魅力のある地域づくり

女性をはじめとした子育て世代に
魅力のある地域づくり

中山間地域において、高齢者が
安全、安心して暮らせる地域づくり

中山間地域において、高齢者が
安全、安心して暮らせる地域づくり

連接型都市圏の形成による
機能強化

連接型都市圏の形成による
機能強化

検討
テーマ

16

○北陸の農山漁村は、美しい個性有る景観
や歴史・文化、豊かな農林水産物など資
源の方向

参
考
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２．検討の方向参
考
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１）テーマ毎の目標の設定 17

女性をはじめとした子育て世代に
魅力のある地域づくり

女性をはじめとした子育て世代に
魅力のある地域づくり

中山間地域において、高齢者が
安全、安心して暮らせる地域づくり

中山間地域において、高齢者が
安全、安心して暮らせる地域づくり

連接型都市圏の形成による
機能強化

連接型都市圏の形成による
機能強化

検討
テーマ

○人口減少、高齢化の著しい半島地域
や中山間地域で増大する暮らしの不安
を解消すること（降雪、鳥獣被害、日常
的な足の確保等）
○都市と農山漁村の近接する特徴を踏
まえた効果的な対策を工夫すること
○豊かな資源等を活かした地域の活力
を再生すること

○都市と農山漁村の共生するコンパク
トな都市圏を形成する強みを強化する
こと
○人口流出が進む一方、北陸への20
代30代の出身者のＵＪターン希望者が
多く、今後、子育てもしやすい生活環境
の充実が定住促進に不可欠

課題

人口減少・高齢化の進む半島地域、中
山間地域にあって、効果的な生活支援に
よる高齢者でも安心して暮らせる生活環
境の構築

若年層定住を視野に、子育て世代のライ
フスタイルを捉えたワークライフバランス
に優れたコンパクトな生活圏の構築

目標

プロジェクトが目指す方向
①美しい自然と豊かな農山漁村に囲まれた住環境や子育て環境にも恵まれた個性ある都市圏の暮らしの質向上

②北陸新幹線の開通も契機としつつ、近接する都市圏相互の魅力を享受することのできる連接型都市圏の形成

連接型都市圏の強みを活かし、北陸新
幹線開通も契機とした都市機能と都市間
連携機能強化による暮らしの魅力向上

○地域間競争が激化する中で、都市と
農山漁村の共生、比較的サービス機能
の整った都市の近接する北陸の強みを
強化すること

○北陸新幹線の開通により、都市間の
時間短縮が図られる北陸圏において、
この効果をより一層、住民生活の向上
に結びつけること参

考
2-33



方向性②；新幹線開通による影響を見据えた連接型
都市圏の更なる強みの強化策の構築

テーマ１ 連接型都市圏の形成による機能強化

方向性①；連接型都市圏の強みを活かした都市
機能と連携機能の強化策の構築

＜方向性＞＜特徴、先行事例等の教訓＞

人口10万人以上の都市の連
接状況は全国でも有数
都市部と農山漁村部の近接

地
勢
等

＜＋効果の拡充に向けた対策例＞

※都市間の連携機能の強化に向けた対策充実が必要
・交通結節点における公共交通の機能強化と一体となっ
た都市機能の集積・強化
・新幹線通勤・通学による通勤・通学圏の拡大と若年層
の圏域内選択肢の増加
・新幹線・高速道路等の料金抵抗の軽減
・生活圏を越えた共同の取組による、心理的な抵抗感の
軽減
・個性的な都市機能相互の連携による、圏域全体の相
乗効果の発揮や交流人口の拡大交

通

北陸新幹線非沿線、非停車駅
の発生
並行在来線をはじめとした二
次交通の機能低下懸念

北陸新幹線開業により、圏域
内の都市間の時間短縮

交
通

生
活
等
（
都
市
）

圏域内一極集中となるよう
な特定の大都市はなく、県
庁所在市等に、ほぼ類似
の都市機能が集積

＋
効
果

新幹線停車駅などの地域
開発インパクト
時間短縮による利用増

－
影
響

開通効果は限定的
非停車駅での利用減少、
機能低下

＜－影響の低減に向けた対策例＞

・並行在来線をはじめとした二次交通の連絡性の強化
による時間短縮効果の広域的な向上と利用増につな
がる二次交通の魅力向上
・非停車駅などにおける交通結節点機能の強化とニー
ズに合致した商業機能等の強化
・都市の歴史や個性を活用し、観光等にも寄与する都市
機能の個性化
・観光地等における魅力向上とその情報発信

【
目
標
】連
接
型
都
市
圏
の
強
み
を
活
か
し
、
北
陸
新
幹
線
開
通
も
契
機
と
し
た
都
市
機
能
と
都
市
間

連
携
機
能
強
化
に
よ
る
暮
ら
し
の
魅
力
向
上

18

＜対策例＞
・都市の歴史や個性を活用し、観光等にも寄与する都市
機能の個性化
・個性的な都市機能相互の連携による、圏域全体の相
乗効果の発揮

【
課
題
①
】地
域
間
競
争
が
激

化
す
る
中
で
、
都
市
と
農
山

漁
村
の
共
生
、
比
較
的
サ
ー

ビ
ス
機
能
の
整
っ
た
都
市
の

近
接
す
る
北
陸
の
強
み
を
強

化
す
る
こ
と

【
課
題
②
】北
陸
新
幹
線
の
開
通
に
よ
り
、
都

市
間
の
時
間
短
縮
が
図
ら
れ
る
北
陸
圏
に
お

い
て
、
こ
の
効
果
を
よ
り
一
層
、
住
民
生
活
の

向
上
に
結
び
つ
け
る
こ
と

参
考
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方向性①；都市部との距離に配慮した支援策
の構築

方向性②中山間地域の暮らしの不安の解消
○生活支援；高齢者などの暮らしに必要な
生活サービス（医療・買い物・年金）の効
率的な確保策の構築

○人口減少、高齢化を助長する降雪等の
影響を軽減する支援策の構築

○日常的な足を支える交通手段の確保策
の構築

方向性③資源を活かした人々の生きがいにつ
ながる交流や鳥獣被害対策強化

テーマ２ 中山間地域において、高齢者が安全、安心して暮らせる地域づくり

生
活
等

人

口

生
活
等

（
降
雪
）

自動車依存度は高いものの、今
後生活を支える日常的な足の確
保が困難

＜方向性＞＜特徴・問題＞

条件不利地域でも都市部からの
時間距離が異なる地域が存在

半島地域や中山間地域では、
人口減少、高齢化の進行が顕
著

半島地域や中山間地域で暮ら
しの不安大

地
勢
等

交

通

＜対策例＞
・都市部と近接する条件不利地域と、都市と隔絶す
る距離圏にある条件不利地域の２つのタイプをモ
デルとして支援策を構築

＜対策例＞
・ICT活用、移動型ｻｰﾋﾞｽ等の併用による機能配置
の効率性向上への工夫
・救急医療等の対策の充実

＜対策例＞
・効果的な防除雪対策の工夫（家屋，ハード）
・防除雪への広域的な支援体制構築

＜対策例＞
・地域実態にあった交通手段の確保策の構築

農林水産業の低迷（耕作放棄
地、担い手の減少、鳥獣被害）

生
活
等 ＜対策例＞

・地域資源の発掘・活用による交流策
・鳥獣被害への対策の工夫

ＣＡＴＶなどＩＣＴの普及は進む
情
報

【
目
標
】人
口
減
少
・
高
齢
化
の
進
む
半
島
地
域
、
中
山
間
地
域
に
あ
っ
て
、
効
果
的
な
生
活
支
援
に
よ
る
高
齢

者
で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
生
活
環
境
の
構
築

19

北陸の農山漁村は、美しい個性有
る景観や歴史・文化、豊かな農林
水産物など資源の方向

生活疲弊を助長する降雪（困
難な除雪）

【
課
題
②
】人
口
減
少
、
高
齢
化
の
著
し
い

半
島
地
域
や
中
山
間
地
域
で
増
大
す
る

暮
ら
し
の
不
安
を
解
消
す
る
こ
と
（
降
雪
、

鳥
獣
被
害
、
日
常
的
な
足
の
確
保
等

【
課
題
③
】
豊
か
な
資
源
等
を

活
か
し
た
地
域
の
活
力
を
再

生
す
る
こ
と

【
課
題
①
】
都
市
と
農

山
漁
村
の
近
接
す
る

特
徴
を
踏
ま
え
た
効

果
的
な
対
策
を
工
夫

す
る
こ
と

参
考
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テーマ３ 女性をはじめとした子育て世代に魅力のある地域づくり

方向性①；利便性の高いコンパクトな生活圏構築

人
口
・世
帯

自動車依存度は高いもの
の、女性にとって日常的な
足の確保が不可欠

＜特徴・問題＞

都市が連接する中で、中心
的な都市を中心に30分圏
が基本的な生活圏

人口流出は進むが、出身者
のＵＩＪターン希望者は大

地
勢
等

交
通
・
情
報

＜対策例＞
・30分圏を基本とし、女性の社会参加の進む生活圏
をモデルとして、利便性向上策を構築

同居近居が多数だが核家
族化が進展

方向性③；週末の豊かな生活環境の充実

＜対策例＞
・週末レジャーの充実に向けた農山漁村との共生・交
流施策の充実

方向性②；ワークライフバランスに優れた生活環境
の充実

○社会参加する女性の暮らしを支え、安心して子
育てできる生活環境等の充実

○暮らしやすい職と生活を支えるアクセス手段確保
とＩＣＴ活用を組み合わせた適切な機能配置の構
築生

活
等

生活環境は充実し、教育レ
ベルも高く、子育て支援施
策も先駆的に取組

合計特殊出生率は全国的
には高いものの、近年低減
傾向

人
口

世
帯

共働き世帯、女性の就
業率が高い

都市部と農山漁村部の近
接

地
勢
等

普及の進むインターネット
環境と利用

【
検
討
の
方
向
】若
年
層
定
住
を
視
野
に
、
子
育
て
世
代
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
捉
え
た
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

に
優
れ
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
生
活
圏
の
構
築

20

＜検討の視点・施策イメージ＞

＜対策例＞
・地域を単位とした子育て支援体制の構築
・行政支援に加え、企業、地域も巻き込んだ子育てしや
すい支援策・優遇策の充実
・防犯や情操教育、日常の移動バリア解消などからみた
子育てしやすく、子どもの目線に立ったまちづくり
・日常の生活スタイルにあった子育て等関連機能の適
切な配置（保育、教育、買い物、職場、等）
・日常行動における利便性の高いアクセス手段や交通
ネットワークの充実
・日常生活を支援する効果的なICT活用策の構築

【
課
題
①
】
都
市
と

農
山
漁
村
の
共
生

す
る
コ
ン
パ
ク
ト
な

都
市
圏
を
形
成
す

る
強
み
を
強
化
す

る
こ
と

【
課
題
②
】人
口
流
出
が
進
む
一
方
、
北
陸
へ
の
20
代
30
代
の
出
身
者
の
Ｕ

Ｊ
タ
ー
ン
希
望
者
が
多
く
、
今
後
、
子
育
て
も
し
や
す
い
生
活
環
境
の
充
実

が
定
住
促
進
に
不
可
欠

参
考
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４） 検討の方向（まとめ）

目標
目標③

若年層定住を視野に、子育て世代のライフ
スタイルを捉えたワークライフバランスに優
れたコンパクトな生活圏の構築

目標③
若年層定住を視野に、子育て世代のライフ
スタイルを捉えたワークライフバランスに優
れたコンパクトな生活圏の構築

目標②
人口減少・高齢化の進む半島地域、中山間
地域にあって、効果的な生活支援による高齢
者でも安心して暮らせる生活環境の構築

目標②
人口減少・高齢化の進む半島地域、中山間
地域にあって、効果的な生活支援による高齢
者でも安心して暮らせる生活環境の構築

目標①
連接型都市圏の強みを活かし、北陸新幹線
開通も契機とした都市機能と都市間連携機
能強化による暮らしの魅力向上

目標①
連接型都市圏の強みを活かし、北陸新幹線
開通も契機とした都市機能と都市間連携機
能強化による暮らしの魅力向上

女性をはじめとした子育て世代に
魅力のある地域づくり

女性をはじめとした子育て世代に
魅力のある地域づくり

中山間地域等において、高齢者が
安全、安心して暮らせる地域づくり

中山間地域等において、高齢者が
安全、安心して暮らせる地域づくり

連接型都市圏の形成による機能強化連接型都市圏の形成による機能強化検討
テーマ

21

検討の
方向性

＜都市の近接する強みを強化＞

方向性①；連接型都市圏の強みを活かし
た都市機能と連携機能の強化策の構築
○類似都市の比較分析による強みの明
確化
○多様な個性を育む都市機能の強化と
連携機能の強化のあり方

＜北陸新幹線の開通効果を住民生活に展開＞

方向性②；新幹線開通による影響を見据
えた連接型都市圏の更なる強みの強化
策の構築
○プラス効果の増大
○マイナス影響の是正

＜条件不利地域の不安の解消＞

方向性①；都市部との距離に配慮した支
援策の構築

＜都市と農山漁村の近接による効果的な対策＞

方向性②；中山間地域の暮らしの不安の
解消
○生活；高齢者などの生活サービス（医
療・買い物）の確保
○防災；降雪等の影響軽減への支援策
○交通；日常的な足を支える交通手段の
確保策

＜豊かな資源を活かした地域活力の再生＞

方向性③資源を活かした人々の生きがい
につながる交流や鳥獣被害対策強化

＜都市と農山漁村の共生＞

方向性①；利便性の高いコンパクトな生活
圏構築

＜子育てしやすい生活環境の充実による底寿促進＞

方向性②；ワークライフバランスに優れた
生活環境の充実

○社会参加する女性の暮らしを支え、安心
して子育てできる生活環境等の充実

○暮らしやすい職と生活を支えるアクセス
手段確保とＩＣＴ活用を組み合わせた適
切な機能配置の構築

方向性③；週末の豊かな生活環境の充
実

課題

課題
○都市と農山漁村の共生するコンパクトな都市
圏を形成する強みを強化すること
○人口流出が進む一方、北陸への20代30代の
出身者のＵＪターン希望者が多く、今後、子育て
もしやすい生活環境の充実が定住促進に不可欠

課題
○都市と農山漁村の共生するコンパクトな都市
圏を形成する強みを強化すること
○人口流出が進む一方、北陸への20代30代の
出身者のＵＪターン希望者が多く、今後、子育て
もしやすい生活環境の充実が定住促進に不可欠

課題
○人口減少、高齢化の著しい半島地域や中山間地
域で増大する暮らしの不安を解消すること（降雪、
鳥獣被害、日常的な足の確保等）
○都市と農山漁村の近接する特徴を踏まえた効果
的な対策を工夫すること
○豊かな資源等を活かした地域の活力を再生する
こと

課題
○人口減少、高齢化の著しい半島地域や中山間地
域で増大する暮らしの不安を解消すること（降雪、
鳥獣被害、日常的な足の確保等）
○都市と農山漁村の近接する特徴を踏まえた効果
的な対策を工夫すること
○豊かな資源等を活かした地域の活力を再生する
こと

課題
○地域間競争が激化する中で、都市と農山漁村
の共生、比較的サービス機能の整った都市の
近接する北陸の強みを強化すること
○北陸新幹線の開通により、都市間の時間短縮
が図られる北陸圏において、この効果をより一
層、住民生活の向上に結びつけること

課題
○地域間競争が激化する中で、都市と農山漁村
の共生、比較的サービス機能の整った都市の
近接する北陸の強みを強化すること
○北陸新幹線の開通により、都市間の時間短縮
が図られる北陸圏において、この効果をより一
層、住民生活の向上に結びつけること

参
考
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